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Muroran Institute of Technology has constructed High Speed Rocket Sled Track Facility in 2009 and 
it is in use for many practical experimental tests with commercial companies and academic 
organizations. In this paper, fundamental studies on the propulsion system, the deceleration system, 
structure design, running profile estimation program and the onboard balance system are described. 
 















進めている(2-9)。300 m 軌道では最高時速 405 km を
達成しており航空宇宙機器の耐 G 試験等の用途で
他大学や民間企業の利用も行われている(10-12)。将




? *1 室蘭工業大学? もの創造系領域 
? *2 室蘭工業大学? 航空宇宙機システム研究センター 
? *3 室蘭工業大学? 生産システム工学系専攻 





道（図１）は軌間 1.435 m、全長 300 m を有し新幹
線規格で建設されており、継ぎ目は全てテルミッ







図１? フルサイズ軌道（全長 300 m） 
溝端?一秀、大石?栄、鈴木?祥弘、近藤?賢、渡口?翼 
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に基づく機体抗力検討」、平成 24 年度宇宙輸送シンポ
ジウム、STCP-2012-059、相模原、2013 年 1 月。 
(6) 近藤賢、ほか、「室蘭工大の小型超音速飛行実験機
の空力特性と飛行性能予測」、JSASS-2014-H026、日本




(8) V. R. Nikolic and E. J. Jumper, “Two Simpliﬁed Versions 
of Supersonic Area Rule,” Journal of Aircraft, Vol. 42, No. 2, 
March–April 2005, pp.551-555. 
(9) 渡口翼、ほか、「室蘭工大の小型超音速飛行実験機
の予備的飛行試験」、JSASS-2014-H027、日本航空宇宙










































64 2014  55~60 特　　　集
－　56　－
中田 大将，棚次 亘弘，東野 和幸，小倉 達也，笹尾 鎮矢，立桶 薫 
- 56 - 


















フルサイズ軌道 1.435  300  405 2010 年 






（Cesaroni 社 HyperTEK L970）を主として採用して
いる。図３は推力 1 kN クラスのものを 4 本クラス
タ化した例である。酸化剤には常温で自己加圧に
より液化する亜酸化窒素を用いており、外気温に
















の小型ジェットエンジン（Jet Munt 社 Merlin 160G）
を使用している（図４）。定格推力は 160 N（外気
温 15℃、回転数 116000 rpm における）であり、エ
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たために減速 G が 6 G よりも小さくなったことが

























































































ドを 6 G の減速加速度で停止させるためには初期
ゲートの水位はわずかに 18 mm 程度でなければな
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メモリハイロガー8023 を用いている。データ収録
系自身が 20 G 程度の加速度に耐える必要があり、
加振試験によって事前に確認している。データは






? 図１１は 2012 年度から投入された RS-702 型走
行台車で幅 1590 mm、長さ 2030 mm のアルミ合金
製である（搭載品を除く台車本体の寸法）。推進
系・計測系を除く空虚重量は 72 kg であり初号機よ












図１１? RS-702 走行台車。全長 2 m、空虚重量 72 kg、
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４に示すような 10 cm 角平板を用い、風洞試験で
得られる抗力係数とよい一致を見ている(13)。また
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